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管理業務の実施状況 

 

開館２５周年を迎えた本年度は、アフターコロナの地域のにぎわい回復を目標に運営、

利用促進を行い、年間利用料収入は過去最高の１１３，７９４千円となった。年間利用者

数についても、開館２５周年事業である「大鉄道博」の１万５千人をはじめ、大規模学会

の開催や各種イベント等の集客数の増により、前年比１６５％増の２６万３千人と大きく

増加したが、オンラインの活用を継続している会議等もあり、コロナ禍前の水準にはもう

少し及ばなかった。 

※別紙 1 年度別利用状況（稼働率）の推移 

 

１ 顧客サービスの向上 

  日々主催者チェックシート及び館内設置アンケートボックスによりお客様の声を収

集し、回答は HPに掲載している。利用者懇談会の開催や利用後の訪問聞取り等により、

当館に関する意見・要望の把握に努め、更なるサービスの向上を図った。 

 

２ 安全・安心な施設管理 

   アクションカードによる実用的な避難誘導訓練及び停電対応訓練の実施、保守点検

の徹底、故障又は故障の恐れがある箇所の早期修繕・予防修繕を実施し、利用者に安

心・快適な空間を提供した。 

 

３ 管理運営体制の確立 

① 平準化に伴いすべての職員が共通業務を行うことにより、業務の効率化を図った。 

② 企画営業担当により、自主企画事業の充実や地域連携に取り組み、地域活性化のた

めの事業を実施した。 

③ とっとり施設予約サービスによる会議室のＷＥＢ予約、ＷＥＢ支払いに対応する

他、窓口でのキャッシュレス支払いを導入し、お客様の利便性向上を図った。 

④ 鳥取県版環境管理システム（TEAS）に基づく環境目標の設定と計画に伴う実施・検

証を行い、４Ｒの推進及び SDGs の取り組みを来館者・催事主催者へ協力を依頼す

るなど、環境等に配慮した持続可能な管理運営を行った。 



４ 地域の賑わい創出のための自主事業 

  地域の賑わい創出及び文化の振興を目的とした自主事業を実施した。また、様々な

団体と連携し、周辺地域の賑わいを創出した。  

※別紙２ 令和５年度自主事業の実施状況 

施設の利用状況 

 

 利用件数（件） 利用者数（人） 

国際会議室 116 27,178 

スタッフルーム 59 うち 2,568 

特別控室 50 うち 330 

※ 県内文化芸術団体減免 3 件 

   学校行事減免     2 件 

   障がい者減免     8 件 

   直前割引        5 件 

使用料（利用料金の実績） 

 

国際会議室 18,628,370 円 

スタッフルーム 1,360,220 円 

特別控室 214,720 円 

合  計 20,203,310 円 
 

 

 




